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のが，この報告である。わたしの報告はJ G. C. Allenの TheIndust円alDevelop情側t































技術発展によって，① jobbing type of production→@ batch production→③! 
mass productionとなれ分業体制の未確立〔したがヮて general shop)から工程の
専門化， そしてその基礎にもとずく統合化に向い， 機棋の変化， 工程内容の変化から
tradeは jobに分解することになる。
この熟練の分解によって牛産過程の中心的担い手としての基幹労働力も一般的にはし、
わゆる skilledtrademenより operativeに，すなわち semi-skilledworkerに移行
する。かくして，従来の熟練労働者壱頂点とする労働者階層秩序も変らざる壱得なくな
る。
E 資本によz労働市場統轄と労働条件の規制
従来，熟練労働者が自ら職能別労働市場壱地域的に形成して自律体制をもっていたも
のが，熟練の分解によって，個別資本が不熟練，半熟練労働者を直轄する方向をとるに
及んで，労働市場把握をめくる労資の対抗が生ずる。同じように，賃金をはじめとする
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労働諸条件についても，職能別組合による自揮的規制は，資本の生産)Jに対応ずる直接
的規制を確立する方向がとられるに及んでこれまた労資対抗の焦点とならざるをえないn
このような条件のもとで労働組合の組織・機能の再編が問題となってくる。
百 労働組合の組織・機能の変容
労働組合の組織・機能の検討は現実に対応できないクラフト・ユニオンの組織・機能
の非効果な諸点とその発展方向の検討となる。すなわち産業別全員組織と再編と全国的
な産業別交渉機能が，対資本の上から，賃労働者諸階層の秩序を再確立する上から課題
となる。
